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大和路情報ハイウェイの構成概要 
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光ファイバーでリング

状に結ばれた基幹回

線と準基幹回線を幹

線とし、さらに各アク

セスポイントから、奈

良県の各機関や県立

学校、市町村役場など

にアクセス回線がの

びています。 

（平成１７年４月１日供用開始） 
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高度情報化社会の急速な進展に伴い、県民生活のあらゆる面においてITが広がっています。そして、多種多様な情報がたやすくやりとりされるように

なり大変便利な世の中になりました。そのような中、特に行政サービスの向上や行政運営の効率化に向けた県民ニーズは今後ますます高まってくると

予想されます。このような状況に対応するため構築したのが、県域を結ぶ情報通信基盤「大和路情報ハイウェイ」です。 

「大和路情報ハイウェイ」は、いつでも・どこでも・だれでもが、安心して情報コミュニケーションを行える社会（ユビキタス社会）の到来に対応するとと

もに、利便性が高く効率的な行政経営の推進と、安心・安全・快適で豊かな県民生活の実現や地域産業の活性化の推進、情報教育の充実など、魅力ある

地域づくりに大きな役割を果たすことをめざしています。 

行政情報基盤の形成

地域情報基盤の形成
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※「大和路」とは、わが国初めての官道といわれる竹内街道、柳生街道、山の辺の道など大和の地を縦横する

路（みち）であり、物流をはじめ、文化、芸術、情報を運び、人々を豊かに育んできました。 

「大和路情報ハイウェイ」という名称には、高度情報化社会に対応するための“光ファイバー通信網という路”

を整備し、行政経営・教育・医療・福祉・防災などの情報交流に活用することにより、“世界に光る奈良県づくり”

に寄与してほしいという思いが込められています。 

MPLS-VPN技

術等の採用によ

り高いセキュリ

ティを確保 

〈
高
い
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
〉 

リング型で二重

化された災害に

強いネットワー

ク構成 

〈
高
い
信
頼
性
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県内全域を網羅

できるネットワ

ーク構成であり、

他府県との接続

も可能 

〈
広
域
性
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24時間365日

の運用監視体制 
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大和路情報ハイウェイとは？ 大和路 ハイウェイ 情報 

都道府県 都道府県 

国 国 
市町村 市町村 

行  政 
行政サービスの向上と行政運営の効率化 
事務処理の迅速化や情報の共有化を進めるた
めの行政間のネットワークとして活用し、県
民サービスの向上と行政運営の効率化を推進
することができます。 

教  育 
多様な教育環境の推進 

防  災 
災害情報受発信機能の強化 

医療・福祉 
利用者の利便性向上と 
病院間連携の推進 

医療カルテの電子化や高精細な画像
の受配信などにより、医療情報の活
用や病院間連携を推進することがで
きます。 

産  業 
産研学連携支援体制の強化 

中小企業支援センターを中核とした
産研学連携支援体制のもと、TV会議
システム等による遠隔相談や情報交
流など、ワンストップサービス推進
体制を強化することができます。 

TV会議システムを利用した学校間の
教育交流や、デジタル化した動画等の
教育用映像を必要なとき随時受信
することができるなど、多様な
教育環境づくりを推進する
ことができます。 

災害現場のライブ映像や被害情報な
どを防災関係機関にすばやく伝達す
ることにより、迅速かつ的確な対
策がとれ、非常時の体制を強
化することができます。 

〈
高
速
・
大
容
量
〉 

トップクラスの高

速・大容量回線で、

今後必要に応じ

さらに増速可能 
（基幹回線：2.4Gbps、 
準 基幹回線：1Gbps） 

NOC（監視センター） 

利活用例 主 な 特 徴 


